
マノメーター・センサーな
どの計測機器の機能維持、
点検整備の実施

年２回以上実施 年２回以上実施 〇

機器のＣＯＰ値（効率）の
管理 随時実施 ` 〇

冷却塔

充填材の汚れ、水質の汚れ
等の管理 随時実施 随時実施 〇

冷却塔水槽の清掃 随時実施 随時実施 〇

冷却水の薬注管理の実施 随時実施 随時実施 〇

ポンプ関連

二次ポンプの起動・停止・
圧力・流量の最適化の実施 随時実施 ` 〇

グランドパッキン等の水量
適正管理の実施 月１回以上実施 月１回以上実施 〇

断熱材の状態管理 年２回以上実施 年２回以上実施 〇

３管・４管式設備の場合、
状況に応じた運転停止など
の実施

随時実施 ` 〇

蓄熱槽

蓄熱槽における水・氷蓄熱
量の最適化運転の実施 随時実施 ` 〇

槽内温度分布の適正管理 随時実施 ` 〇

ファンコイ
ル

ぺリメータ用ファンコイル
の運転最適化（時間帯・設
定温度）

季節・外気温に
応じ実施 ` 〇

エアーフィルタの定期的な
清掃 月１回以上実施 月１回以上実施 〇

冷温水フィンコイルの定期
的な清掃 年２回以上実施 年２回以上実施 〇

空調の還気、吹出し口の障
害物の撤去 随時実施 ` 〇

室外機フィンコイルの定期
的な洗浄 年１回以上実施 年１回以上実施 〇

室内機フィンコイルの定期
的な洗浄 年１回以上実施 年１回以上実施 〇

空冷ヒート
ポンプ

室内機のエアーフィルタの
定期的な清掃 月１回以上実施 月１回以上実施 〇

運転圧力・運転電流などに
よる運転状況の確認・管理 毎日実施 ` 〇

全熱交換器の清掃 年２回以上実施 年２回以上実施 〇

20`７ 輸配送
\ 品目及び判断の基準等

輸配送 【判断の基準】

{エネルギーの使用の実態、エネルギーの使用の合理化に係る取組効果の
把握が定期的に行われていること。

|エコドライブを推進するための措置が講じられていること。

}大気汚染物質の排出削減、エネルギー効率を維持する等の環境の保全の
観点から車両の点検・整備を実施していること。

~モーダルシフトを実施していること。

�輸配送効率の向上のための措置が講じられていること。

�上記{については使用実態、取組効果の数値が、上記|から�について
は実施の有無がウエブサイトを始め環境報告書等により公表され、容易
に確認できること、又は第三者により客観的な立場から審査されている
こと。

全熱交換器の停止措置 季節・外気温に
応じ実施 季節ごとに実施 〇

室内機フィンコイルの定期
的な洗浄 年１回以上実施 年１回以上実施 〇

エアーフィルタの定期的な
清掃 月１回以上実施 月１回以上実施 〇

水 冷 パ ッ
ケージ方式

運転圧力・運転電流などに
よる運転状況の確認・管理 毎日実施 ` 〇

全熱交換器の清掃 年２回以上実施 年２回以上実施 〇

全熱交換器の停止措置 季節・外気温に
応じ実施 季節ごとに実施 〇

冷却水薬洗の実施 年１回以上実施 年１回以上実施 〇

その他

自動販売機の節電（照明を
消灯・夜間運転停止時）の
実施

毎日実施 ` 〇

ＯＡ機器は昼休み等にス
イッチをＯＦＦ 毎日実施 ` 〇

ブラインド・カーテンの有
効利用 毎日実施 ` 〇

省エネに必要なエネルギー
データの把握 毎日実施 月１回以上実施 〇

注：「{日常・定期点検」は日常点検・定期点検業務で実施可能な項目
「|利用者の協力」は施設利用者（入居者、来庁者）に協力を求めることにより実施可能な項
目
「}管理・運用面」は設備・機器等の管理・運用面において実施可能な項目

] 目標の立て方
当該年度に契約する品目ごとの業務の総件数に占める基準を満たす業務の件数の割合とする。
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